
再評価結果（令和６年度事業継続箇所）  
                              担 当 課：道路局環境安全・防災課 

                              担当課長名：伊藤 高       
 

事業名 

 
地域高規格道路名古屋

な ご や

瀬戸
せ と

道路 

（一般県道日進
にっしん

瀬戸
せ と

線） 

事業 

区分 

 

地方道 

事業 

主体 

 

愛知県 

起終点 

 
自：愛知県日進

にっしん

市本郷
ほんごう

町
ちょう

 

至：愛知県長久手
な が く て

市岩作
や ざ こ

床
とこ

寒
さむ

 

延長 

 

 

4.0km 

事業概要  

名古屋瀬戸道路は、名古屋市と名古屋東部諸都市を結び、名古屋第二環状自動車道､東名高速道路､東海

環状自動車道と一体となって名古屋圏の自動車専用道路網を形成する地域高規格道路である。 

このうち、日進市から長久手市に至る延長4.0km区間について、東名高速道路との接続による広域的な

活動・交流促進や、人口が増加傾向にある名古屋東部地域のまちづくりの支援、さらには力石名古屋線や

瀬戸大府東海線の渋滞緩和などの地域内交通の円滑化を図るため、自動車専用道路と２車線の側道を併せ

持つ構造の道路整備を行うものである。 

H11年度事業化 

 

H10年度都市計画決定 H11年度用地着手 

 

H11年度工事着手 

 

全体事業費   960.0億円 事業進捗率 65％ 供用済延長 2.3km 

計画交通量  11,200～26,600台／日 

費用対効果 

分析結果 

 

 

 

Ｂ／Ｃ  総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  

(事業全体) １．３ 

 

(残事業)  ２．７ 

 

    

241/1,582 億円 

 事 業 費：238/1,578億円 

 維持管理費：3.0/3.0億円 

 

   649/2,085億円 

 走行時間短縮便益：593/1,930億円 

 走行経費減少便益：51/142億円 

 交通事故減少便益：4.0/13億円 

 令和５年 

 

 

 

感度分析の結果  

【事業全体】交通量変動 :B/C=1.2～1.5(交通量±10%)【残事業】B/C=2.4～2.9(交通量±10%) 

      事業費変動 :B/C=1.2～1.5(事業費±10%)     B/C=2.4～3.0(事業費±10%) 

      事業期間変動:B/C=1.0～1.6(事業期間±20%)    B/C=2.5～2.8(事業期間±20%) 

事業の効果等  

①地域の活性化 

・地域の主要渋滞箇所等の渋滞緩和 

②陸・海・空一体の国際競争力の強化 

・高規格道路・地域高規格道路へのアクセス性向上 

③地震・津波対策の推進 

・緊急輸送道路ネットワークの強化 

関係する地方公共団体等の意見  

・地元より周辺道路の円滑な交通処理を図るため、早期整備促進の要望を受けている。 

事業評価監視委員会の意見  

・事業継続を妥当と認める。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

・沿線や周辺では、地域整備の計画や構想もあり、将来の人口見通しも増加傾向である。 

・周辺道路では、並行路線等で交通量が増加し渋滞が発生している。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

・用地取得率約95％、事業進捗率約65％。(H16年度に日進JCT～長久手IC間の2.3kmを供用。) 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

・残る用地の取得を継続しており、今後は早期完了を目指し、側道工事を推進していく。 

施設の構造や工法の変更等  

・今後も新技術の採用や工法の見直しによる工事コストの縮減等、総コストの縮減に努めていく。 

 



対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

・事業の必要性、重要性は変化なく、費用対効果の投資効果も確保されているため。 

事業概要図  

 
 
※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

 

 


